
紙芝居講座　in　クアラルンプール（2012年11月4-5日）

ボローニャブックフェア報告　（2013年3月25-28日）

昨年 11 月 4 日、紙芝居文化の

会は、アーマッド・レザ

IBBY 会長が率いる IBBY マ

レーシア支部の招きを受け、

「子どもの本のフェスティバ

ル」の中で、紙芝居講座を実

施しました。会場はクアラル

ンプール市南西部にあるマラ

ヤ大学です。9 時 30 分～17

時までの講座に、学生、作家、編集者など数十名が参加。午前中は紙芝居の

理論や歴史を伝え、午後は参加者が生まれて初めての紙芝居実演に挑戦し、

「二度と」「こねこのしろちゃん」「ひよこちゃん」など、各自が選んだ作品

を英語で演じました。イスラム教の教えを守ってスカーフを巻き、初めは恥

ずかしそうだった現地の人たちが、しだいに自信をもって文章を読みはじめ、

共感とは何か身をもって理解する様子が印象的でした。

翌日は、読書教育や国際交流に力を入れる小学校 Sekolah Kebangsaan 

Seksyen（校長は Normah Othman 先生）を訪問。午前中は生徒たちに紙芝

居を演じてみせ、午後は近隣から集まった小学校教師 20 数名を対象に、ふた

たび紙芝居講座を行いました。

　「今回、紙芝居がとても良い文化だと、周りの人にわかってもらえました」

と、レザ会長は言います。

紙芝居とは何かをまず日本

から学び、将来的には民話

を紙芝居にしていきたいと

マレーシア側は意欲的です。

今年も現地を訪問すること

になるでしょう。

10-11歳の生徒を
対象に紙芝居を実演

（講堂にて）

編集者のアイシャさん。
「二度と」の実演に熱がこもる。

リトアニアの巻紙式の紙芝居舞台

今年、初めて出展した童心社に、紙芝居文化の会も協力しました。ブースに

はフランス語、英語に翻訳された紙芝居をはじめ、平和紙芝居もふくめ多く

の作品を展示。演じていれば必ず通りがかりの人が足を止めてくれるので、

童心社スタッフと

交代で、できる限

り実演しました。

ブースには出版社

社員、編集者、作

家、イラストレー

ター、教師、図書

館員、書店員など

大勢の方が立ちよ

り、紙芝居を世界

に広める目的は果たせたようです。

『紙芝居の演じ方Ｑ＆Ａ』の英語

版も大人気。

なかには「私にも演じさせて」と、

飛び入りでフランス語の紙芝居

を演じたチュニジアの方もあり

ました。

イタリア、フランス、ドイツ、アルゼンチン、

チュニジア、マレーシアから7個人、1団体

の入会がありました。


